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要 旨

本研究の⽬的は，腹部超⾳波検査前の⾷物，⽔分の摂取が胆嚢検査の検査結果にどのような影響を及ぼすかを調

べることである。⾷物を摂取したことによる胆嚢の収縮への影響と，収縮した胆嚢が摂取前の胆嚢⻑径に戻るまで

の時間を調べることである。超⾳波診断装置を⽤いて胆嚢の⼤きさを測定し，摂取前後の胆嚢を観察した。試料は

⽔，緑茶，オレンジジュース，⽜乳，⽩⽶，パンを使⽤した。各試料を摂取後，飲み物は 10 分，⾷べ物は 15 分ご

とに胆嚢⻑径を超⾳波診断装置にて測定した。

胆嚢⻑径の変化は⽔では 2.1％（1.2mm），緑茶では 1.3％（0.8mm），オレンジュースでは 5.3％（3.2mm），⽜

乳では 30.3％（18.4mm），⽩⽶では 4.6％（3.0mm），パンでは 2.8％（1.6mm）の胆嚢の収縮を⺬した。⽔，緑茶，

オレンジジュースは摂取後 60 分で摂取前の胆嚢⻑径まで回復した。⽜乳の収縮率は，今回使⽤した試料の中で最

も⼤きな収縮を⺬し，これは⽜乳に含まれる脂質による影響が考えられる。⽜乳の場合の胆嚢収縮は，摂取後 20 分

に最⼤の収縮を⺬し，摂取後 120 分で摂取前の胆嚢⻑径に戻った。⽩⽶は摂取後 60 分，パンは摂取後 90 分で摂取

前の胆嚢⻑径まで回復したが，⾷物の場合は胆嚢の収縮が回復しても消化にともなう腸管ガスの影響で観察が困難

となった。

この実験結果から，⽔，緑茶，オレンジジュース，⽩⽶，パンは胆嚢の収縮には影響が少ないことが分かった。

しかし，⽩⽶とパンは消化にともなう腸管ガスの影響を考慮すると超⾳波検査前の摂取は避けたほうがよいと考え

る。⽜乳は胆嚢の収縮に影響があるが，摂取後 120 分経過すれば検査が可能であると考える。
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はじめに

超⾳波による検査は⾮侵襲的で，他の検査と⽐較し

て安全性の⾼い検査⽅法である。腹部超⾳波検査で

は，検査時に検査の妨げとなる消化管ガス発⽣を防ぐ

ため，被検者には検査前⽇の夜９時から飲⾷を禁⽌し，

空腹状態で検査に臨んでもらっている。これらの前処

置は，より読影のし易い画像を得るためには，重要か

つ必要なことである。しかし⼀⽅，被検者にとっては，

⻑時間空腹でいることは，精神的な負担を⻑く強いら

れることになる。実際に腹部超⾳波検査前に，空腹に

耐えられず摂⾷してしまう被検者もいるほどである。

そこで我々は検査前の摂⾷が「腹部超⾳波検査」にど

れ程影響するかを調べることにした。本実験では，腹

部超⾳波検査において⽔分，⾷物を摂⾷の影響を最も

受けると⾔われている胆嚢に着⽬した。

１．⽬的

腹部超⾳波検査において，検査前の⾷物・⽔分の摂

取することを控えるように指⺬される。各⾷物，⽔分

によって胆嚢の収縮の経時的変化を観察することで

誤って摂取してしまった場合に，検査が可能かを判断

することができる。または，再検査の時間の⽬安を⽴

てることができると考えた。腹部超⾳波検査は午前中

に⾏なわれることが多いため，今回の基礎実験の試料

として，我々が⽇頃，朝⾷で⼝にする⽔，⽜乳，オレ

ンジジュース，緑茶，⽩⽶，パンについて⾏った。今

回の実験はあくまで，腹部超⾳波検査時に摂取した⾷

物，⽔分等が胆嚢の収縮に影響するかを調べた。

２．超⾳波の特徴

2-1．超⾳波診断の特徴
4)

超⾳波診断は放射線の様に被曝することなく⾮侵襲

で安全性が⾼く簡便に繰り返し⾏うことができる検査

法である。また，観察できる視野は狭いが任意の断層

⾯を選択でき，さらに画像をリアルタイムに表⺬する

ことができ軟部組織の描出に優れている。しかし，術

者の技術や腸管ガス，⾻の影響を受けやすい。超⾳波

ドップラー法により⾎流情報をも得ることができる。

2-2．分解能

超⾳波画像には，距離分解能，⽅位分解能，スライ

ス⽅向分解能がある（図１）。距離分解能はビームの

進⾏⽅向に並ぶ２点の識別能をいう。⽅位分解能は

ビームと直⾓に並んだ２点の識別能をいう。周波数が

⾼く，波数が少ないほど距離分解能は向上するが，⾼

い周波数を⽤いると超⾳波の減衰が⼤きくなり距離分

解能は低下してしまうため，深部の検査には適さない。

スライス⽅向分解能は⾛査⽅向と垂直⽅向（断層像の

厚み⽅向）の分解能である。

３．⽅法

3-1．使⽤機器

超⾳波診断装置：nemio 35（東芝）

プローブ：3.75MHz（東芝）

ゼリー：SONO JELLY

TEST PAPER：TEST PEAPER（UNIV）（Toyo

Roshi Kaisha）

試料：⽔（200ml），緑茶（200ml），濃縮還元 100％

オレンジジュース（200ml），成分無調整⽜乳

（200ml），⽩⽶（100g），ロールパン（30g ×

2）

表１に試料の成分表を⺬す。

今回，使⽤した試料の摂取量は表１に⺬したとおり
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図１ 超⾳波画像の距離分解能



である。試料の中で胆汁の分泌に影響すると考えられ

る脂質の含有量が最も多いものは⽜乳であった。

3-2．実験⽅法

3-2-1．超⾳波検査の⾛査⽅法

１）胆嚢の収縮に男⼥差はないため
15)
，被検者は無作

為に６⼈を選び前⽇より絶⾷としてもらった。

２）超⾳波検査の⾛査⽅法は肋⾻⼸下⾛査で⾏なった

が，肋⾻⼸下⾛査（図 2-a）で描出しにくい場合は

縦⾛査（図 2-b）で⾏なった。⾛査⽅法は各被検

者間で同⼀条件とした。

右肋⾻⼸下⾛査は被検者のやや左側から超⾳波ビー

ムを⼊射させ胆嚢の⻑軸像にて胆嚢全体を把握する⾛

査⽅法である。縦⾛査は被検者の右側から超⾳波ビー

ムを⼊射させ，右肋⾻⼸下⾛査の⻑軸像と⽴体⾓を持

たせて他⽅向から把握する⾛査⽅法である
16)
。

3-2-2．胆嚢⻑径の測定

１）試料を摂取する前に胆嚢を観察した。胆嚢⻑径を

図３に⺬すように A―B 間を測定しコントロール

（無処理の胆嚢⻑径）とした。

２）胆嚢⻑径は超⾳波検査装置に内蔵された，径の測

定機能により測定した。

３）測定は胆嚢隔壁の内側間の最も⻑い部分を胆嚢⻑

径として測定した。

3-2-3．試料による胆嚢⻑径の経時的変化の観察

１）コントロール測定後，各試料を 3-1 に⺬した摂取

量を経⼝摂取してもらい，飲み物の場合は 10 分

間隔，⾷べ物の場合は 15 分間隔で胆嚢の観察を

⾏ない，胆嚢⻑径の測定を⾏なった。胆嚢⻑径の

測定はコントロールとほぼ同じ⻑さに戻るまで続

けた。
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図３ 胆嚢⻑径の測定

A-B間を 胆嚢⻑径として測定した．

表１ 試料の成分表

成分
⽔

(200mL 当り)
緑茶

(200mL 当り)
⽜乳

(200mL 当り)

オレンジ
ジュース

(200mL 当り)

⽩⽶
(100g 当り)

パン
(100g 当り)

エネルギー［kcal］ 0.0 0.0 139.0 98.0 11.0 253.0

タンパク質［g］ 0.0 0.0 6.8 1.4 2.1 9.8

脂質［g］ 0.0 0.4 8.0 0.0 0.4 4.4

炭⽔化物［g］ 0.0 0.0 10.0 23.2 34.7 44.3

ナトリウム［mg］ 0.0 16.0 85.0 4.0 1.0 480.0

糖類［g］ ― 0.0 ― ― ― ―

⾷物繊維［g］ ― 0.0 ― ― ― ―

カルシウム［mg］ ― ― 227.0 ― ― ―

ビタミン C［mg］ ― ― ― 94.7 ― ―

図２ 超⾳波検査の⾛査⽅法

⒜肋⾻⼸下⾛査 ⒝縦⾛査



⾷物を摂取後，胆嚢は収縮するが，時間経過ととも

に元の胆嚢⻑径にまで回復することが判る。（図４）

４．結果

4-1．各試料を摂取した時の⻑径の経時的変化

各試料を摂取した場合の正常ボランティアA∼Fの

胆嚢⻑径の測定値を図 5∼10 に⺬す。

図５から全被検者の平均値で⽔分摂取後に 2.1％

（1.2mm）の変動がみられた。

図６から，緑茶を摂取した場合，全被検者の平均値

で最⼤収縮時とコントロールの胆嚢⻑径の差は，1.1％

（0.8mm）であった。各被検者をみると，被検者 Cに

おいて摂取後 10 分に 5.6％（2.8mm）収縮した。被検

者 D では摂取後 100 分，他の被検者は摂取後 60 分に

コントロールの胆嚢⻑径まで回復した。

図７から，オレンジジュースを摂取した場合，全被

検者の平均値で最⼤収縮時とコントロールの胆嚢⻑径

の差は，5.3％（3.2mm）であった。特に被検者 B，C

において収縮が⼤きく，被検者 B において 15.8％

（10.4mm），被検者 C において 12.8％（7.1mm）収

縮した。被検者 E は摂取後 70 分，他の被検者は摂取

後 60 分で摂取前の胆嚢⻑径まで回復した。

図８から⽜乳を摂取した場合，全被検者の平均値で

最⼤収縮時とコントロールの胆嚢⻑径の差は，30.3％

（18.4mm）であった。⽜乳を摂取した場合，他の試

料よりも⼤きな収縮がみられた。摂取後 90∼120 分に

全ての被検者の胆嚢⻑径は，コントロールの胆嚢⻑径

まで回復した。

図９から⽩⽶を摂取した場合，全被検者の平均値で

最⼤収縮時とコントロールの胆嚢⻑径の差は，5.1％

（3.0mm）であった。特に被検者 B，Eにおいて収縮

が⼤きく，被検者 Bにおいて 12.6％（7.3mm），被検

者 E について 11.7％（6.8mm）の収縮がみられた。

摂取後 60 分でコントロールの胆嚢⻑径まで回復した。

図 10 からパンを摂取した場合，全被検者の平均値

で最⼤収縮時とコントロールの胆嚢⻑径の差は，2.8％

（1.5mm）であった。摂取後 90 分に全被検者の胆嚢

がコントロールの胆嚢⻑径まで回復した。

4-2．⽔との t 検定の結果

⽔と各試料との有意差をみるため t 検定を危険率５

％の両側検定で⾏なった図 11 に結果を⺬す。t+ 検

定は次のように⾏なった。

s/!
s1

2pn1,1�+s2
2pn2,1�

n1+n2,2
t/

x1,x2

s
!

1

n1

+
1

n2

t：統計量 t, s：分散，s1, s2：標準偏差 x1, x2：平均

値 n：データ数とする。

検定の結果，各試料のうち胆嚢⻑径の経時的変化に

ついて⽔を摂取した場合の胆嚢⻑径との有意差がみら

れたのは⽜乳だけであった。

５．考察

⽔を摂取した場合，胆嚢の収縮がほとんど確認され

なかったことより，検査直前に⽔を摂取しても検査の

⽀障がないと考えられる。またボランティアによって

は⽔を摂取した場合にもわずかながら収縮がみられ
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⒜摂取前 ⒝摂取後 30 分 ⒞摂取後 90 分

図４ 胆嚢⻑径の変化
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図５ ⽔摂取時胆嚢⻑径の⽐率変化

図６ 緑茶摂取時の胆嚢⻑径の⽐率変化

図７ オレンジジュース摂取時の胆嚢⻑径の⽐率変化

図８ ⽜乳摂取時の胆嚢⻑径の⽐率変化



る。これは術者の能⼒，ボランティアの⽣理的状態に

起因する誤差であると推測される。また，表１の成分

表から⽔には胆嚢の収縮に影響する脂質や，ほかの成

分が含まれていないことから⽔が胆嚢の収縮に影響す

ることは考えにくい。本実験では，⽔の測定結果を他

の試料の胆嚢収縮への影響と⽐較する基準としてもち

いた。

各試料について⽔と T検定（p ＜ 0.05）を⾏なうと，

緑茶，オレンジジュース，⽩⽶，パンでは胆嚢⻑径の

経時的変化に⽔との有意差がみられなかったが，⽜乳

では有意差がみられた。

オレンジジュースでは，被検者２⼈において胆嚢⻑

径の⼤きな収縮が確認された。これは，⼗⼆指腸から

分泌されるセクレチンの働きによるものでないかと考

えられる
5)
。⼗⼆指腸内の酸（pH4.5 以下）と脂肪酸

がセクレチンの分泌を亢進する
5)
。本研究で⽤いたオ
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図９ ⽩⽶摂⾷時の胆嚢⻑径の⽐率変化

図 10 パン摂⾷時の胆嚢⻑径の⽐率変化

図 11 T 検定の結果



レンジジュースの pH は 4.0 であり，やや酸性であっ

たためにセクレチンが分泌され胆嚢が収縮したと考え

られる。オレンジジュースを摂取した場合に，胆嚢⻑

径の収縮に⼤きな変化がみられなかった被検者がいた

ことから，同じ酸性の物質を摂取しても胆嚢⻑径の収

縮への影響には個⼈差があると考えられる。今回摂取

したオレンジジュース 200mlでは，胆嚢⻑径に収縮が

みられた被検者でも摂取後 60 分で摂取前の⼤きさに

戻ったことから，200ml であれば摂取後 60 分以上経

過すれば検査が可能であると考えられる。

⽜乳においては脂質が含まれているため全ての被検

者で⼤きな収縮がみられ，検査前の摂取は避けるべき

であると思われる。今回摂取した⽜乳 200mlでは，胆

嚢⻑径に収縮がみられた被検者でも摂取後 120 分で摂

取前の⼤きさに戻ったことから，200ml であれば摂取

後 120 分以上経過すれば検査が可能であると考えられ

る。

⽩⽶，パンにおいては今回の摂取量である 100g で

は，どちらとも胆嚢⻑径の収縮率に⽔との有意差がみ

られず影響が無いと考える。しかし，消化管ガスの発

⽣で画像が不鮮明になることが確認された。よって，

少量で脂質の含有が少ない物であれば胆嚢⻑径の収縮

への影響は無いが腸管ガスの影響により観察が困難に

なることが考えられ，検査前の⾷べ物の摂取は脂質を

含んでいないものであっても避けるべきであると考え

る。このことは松⽥らによって報告されている
17)
。

本研究の結果では，腹部超⾳波検査における胆嚢⻑

径の変化は，⽔，緑茶の影響を受けないため検査前に

摂取することができる。オレンジジュースに関しては

pH の影響により胆嚢を収縮することが考えられるた

め摂取を避けたほうがよい。⽜乳は脂質の影響により

胆嚢の収縮が⼤きいため摂取を避けるべきである。⽩

⽶，パンの摂取は胆嚢⻑径に影響はないが消化にとも

なう消化管ガスの影響を考慮すると摂取を避けたほう

がよい。本研究では⽔，緑茶，オレンジジュース，⽜

乳，⽩⽶，パンの摂取量を増やした場合の測定データ

および，検査開始時間を午前，午後検診のどちらかに

統⼀した測定データが得ることができなかったため，

今後，検討する必要があると考える。

６．結論

⽔，緑茶は胆嚢の収縮率にはほとんど影響がなかっ

た。摂取直後であっても検査に影響がないこと考え

る。オレンジジュース，⽜乳胆嚢の収縮率に影響する

可能性があるが，200ml であれば，それぞれ摂取後 60

分以上，120 分以上時間経過すれば検査が可能である

と思われる。⽩⽶，パンの摂取は胆嚢の収縮率に影響

は少ないが，消化によって発⽣する腸管ガスによって

描出が超⾳波による描出が困難になることが考えら

れ，腹部超⾳波検査前の摂取は避けたほうが良い。
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Abstract

We investigated the change in gallbladder size after eating various foods and water for abdominal ultraso-

nography examination.

We checked for changes in gallbladder size measured by ultrasonic diagnostic imaging unit after ingesting a

test meal. Measurements of 6 healthy subjects were taken10 minutes after having the drink and food.

Most effects to gallbladder size were with milk and bread. We found an increased value of 30.3% (1.8mm) on

milk and 2.8% (1.6mm) on bread, and these values returned to pre-eating value after 90∼120 minutes. But

observations became difficult due to intestinal tract for gas. There was no change of gallbladder size when water,

green tea and juice were taken.

These results suggest that, milk and bread most affects the gallbladder size and water doesn’t affect the

gallbladder size. If taken milk and bread one must wait for 90∼120 minutes before taking an Ultrasonogram

examination.
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